
地域連携ミーティングを通して見えた点

熊本地域リハビリテーション広域支援センター
青磁野リハビリテーション病院

Seijino Rehabilitation Hospital

20230322 熊本県地域リハビリテーション支援センター研修会
地域包括ケアシステムを2025年に向けてどのようにまとめあげていくか
～withコロナ 密着リハや包括との連携 今後の地域づくり～



地域連携ミーティング

Seijino Rehabilitation Hospital

日 時:令和4年12月16日（金）18時～19時

場 所:青磁野リハビリテーション病院

形 式:ハイブリッド形式

参加者:33施設、46名（会場3割、オンライン7割）



地域連携ミーティング 次第

Seijino Rehabilitation Hospital

１．講 話「地域リハビリテーションについて」

熊本県健康福祉部⾧寿社会局 認知症対策・地域ケア推進課
地域ケア推進班 主事 山崎 高志 氏

２．講 話「地域リハの専門職の関わり」

熊本県医師会 副会⾧ 金澤 知徳 氏
３．講 話「西区の現状について」

熊本市西区役所 福祉課 高齢福祉班 主査 小原 暁子 氏

４．質疑応答、意見交換
指定発言: 熊本市医師会 理事 野津原 昭 氏

池田校区社会福祉協議会 会⾧ 吉村 次郎 氏



案内・広報

Seijino Rehabilitation Hospital

熊本県・県医師会の協力

会員登録を行っている施設、団体（職能団体含む）への広報

市医師会の協力

西区内会員施設紹介、宛名ラベルの提供

広域支援センターより案内

行政・西区内地域包括支援センター、地域密着リハセンター

西区内医療機関、介護保険施設・事業所

住民代表

熊本県、熊本県医師会、熊本市医師会の協力により、多くの施設、団体に対し
て広報を行うことができた。



参加者（所属団体別）

Seijino Rehabilitation Hospital



参加者（職種別）

Seijino Rehabilitation Hospital



参加者アンケート

Seijino Rehabilitation Hospital

回 収 率: ・52％、会場＜オンライン

内 容: ・全講話に対して高評価

開催方法・日時:・ハイブリッド開催、オンライン開催について高評価
・通信状態、音響効果に課題あり
・18時-19時は参加しやすい時間帯

参加者コメント:
◆行政 ・・・・・・ ・専門職との連携、協働意識の向上

・地域住民への支援方法の再検討

◆リハ専門職 ・・・地域活動への意識向上

・感染対策を考慮した地域住民へのアプローチ方法の検討

◆その他 ・・・・・・・地域リハについての情報把握（初参加の施設、団体）

・仲間を増やしたい、縦・横のつながりを増やしたい



コロナ禍における介護予防などの地域活動の現状

密着リハは広域リハ主催の会議や研修会への参加や協力体制があり、
地域活動に関する情報への関心が高い
自立支援型地域ケア会議の助言者として活動している
感染状況に応じて現地指導やオンライン指導に取り組むことができる
施設と、コロナ禍での通いの場への派遣活動に制限がある施設がある

感染状況に応じて活動を再開できる団体がある一方で、感染への不
安から活動再開への一歩を踏み出せない団体も存在する
リハ専門職の派遣に対するニーズは高く、現地指導の希望が多い
オンライン指導に関心を持ちチャレンジする団体がある
通いの場の支援者、後継者育成の課題を抱えている

地域住民の地域活動に対する意欲

担当者の意識、対応

令和３年度地域リハビリテーション支援センター研修会発表資料（抜粋）



コロナ禍における介護予防などの地域活動を
積極的に進めるために

●通いの場への対応
・地域住民の感染対策意識の啓発
・感染状況に応じた機動性と行動力
・新しい指導方法への柔軟な対応（現地指導、オンライン指導）
・地域住民による指導・運営への支援（指導者・サポーター育成）
・セルフケア・ホームプログラムの提案 など

●個別対応
・自立支援型ケアプラン作成に向けたリハ職派遣事業における個別対応
・自立支援型地域ケア会議でのケース検討
・活動志向性に配慮したセルフケア・ホームプログラムの提案
・急性期・回復期・生活期リハ担当者との連携 など

令和３年度地域リハビリテーション支援センター研修会発表資料（抜粋）



アイディアシート 生活を支えるプラスワン!
行政・包括・密着リハ事前ヒアリングまとめ

広域支援センター連携会議資料抜粋（令和4年6月）



アイディアシート 生活を支えるプラスワン!
行政・包括・密着リハ事前ヒアリングまとめ

広域支援センター連携会議資料抜粋（令和4年6月）



まとめ

Seijino Rehabilitation Hospital

・今回の地域連携ミーティングの開催目的は、地域リハに対する啓発・連携強化と、
地域密着リハセンター新規登録の機会づくりとした。

・開催方法は、感染対策、参加しやすさを考慮し、会場とwebによるハイブリッド方
式を選択、開始時間を18時とした。参加者には好評で46名の参加であった。
一方、運営上は会場、ホスト、トラブルシューティングなどに対応できるスタッフの配
置が必要であった。

・行政のバックアップ
企画段階からの県認知症対策・地域ケア推進課の助言や協力あり、
県・県リハ支援センターより県医師会、専門職団体への広報支援あり、
職能団体、医療機関や介護保険施設、学校などから想定以上の反響があった。
市医師会の広報協力、市医師会理事の出席と指定発言をいただいた。
県、県医師会、熊本市西区福祉課の講演は好評であった。

・地域住民主体の活動を念頭に置き、柔軟性と創造性を発揮しながら、withコロナ
時代の地域リハビリテーション活動に共に取り組む仲間を増やしていきたい。


